
◇令和５年度募集テーマの事業概要

テーマ（事業名） １ 狛江ブランド農産物の PR 活動

現状と課題 市内の有志農家が GAP（農業生産工程管理）の取組により食の安全を「見
える化」することで、消費者の安心の根拠にしようと『狛江 GAP 研究会』を組織して
いる。平成 26 年度から狛江独自の生産工程管理手法によって生産された、狛江
ブランド農産物（当時は狛江ブランド野菜）の出荷が始まった。市内での直売や
ふるさと納税の返礼品等の事業を通し PR を行ってきたが、多品目少量生産のため
日常的に購入できる機会が限られていることや、農業生産工程管理の取組自体な
じみ深いものではないため広く認知されているとは言えない状況である。狛江ブランド
農産物の認知度の向上を図り、更なるブランド化の確立を目指すことが課題となっ
ている。

テーマに対する事業
の条件・内容等

狛江ブランド農産物 PR活動の企画・調整・運営
例 ・モニター活動
・収穫体験や料理教室の企画

協働により期待され
る効果

・狛江ブランド農産物の認知度拡大
・都市農政への理解促進
・地産地消
・シビックプライドの醸成

協働事業者の条件 ・狛江の農業の魅力発信に熱意があること
・SNS等を活用でき、日常的に発信していること
・様々な年代や性別、考え方を持つ市民の意見を聞き、幅広い市民が参加できる
事業を行う意識があること

役割分担 （市の役割）
事業の広報・狛江GAP 研究会との調整

（提案者の役割）
PR 事業の企画・調整・運営

事業期間 令和６年４月１日から令和９年３月 31日まで

担当部署からのメッ
セージ

安心安全で新鮮な狛江ブランド農産物を多くの方に知ってもらうことを目指し、一
緒に狛江ブランド農産物の PR活動に熱心に取り組んでいただける団体様からのご
提案をお待ちしております。

担当部署名 市民生活部 地域活性課 地域振興係



テーマ（事業名） ２ 良好な景観まちづくり

現状と課題 狛江市内において、道路上のはり紙等（違反屋外広告物）は徐々に件数が
減りつつあるが、定期的に発生している。道路上にはり紙があることで、道路上に当
該はり紙の飛散等が生じ、良好な景観が損なわれる要因となっている。しかし、市
民は簡易除却を行えず、市の職員及び市が委任した者のみ簡易除却することがで
きるが、現時点では、市職員のみで簡易除却を行っており、全てを簡易除却するこ
とはできていない。また、市内の屋外広告物の落下、倒壊、飛散のおそれのある屋
外広告物を未然に防ぐために、定期的なパトロールが必要である。

テーマに対する事業
の条件・内容等

・市内の違反屋外広告物の簡易除却・市内の屋外広告物の落下、倒壊、飛散
のおそれのある屋外広告物のパトロール

協働により期待され
る効果

・市職員だけでなく、市が委任した協働事業者による簡易除却を行うことで、市内
の良好な景観を形成していくことができる。

・落下、倒壊、飛散のおそれのある屋外広告物のパトロールを行う。

協働事業者の条件 ・簡易除却を行う際に、２人以上で行える者
・定期的にパトロールを行える者

役割分担 （市の役割）
予算等の確保、事業の調整・実施、広報、委嘱、研修等

（提案者の役割）

（提案者の役割）
事業の企画・調整・実施、記録、広報等

事業期間 令和６年４月１日から令和９年３月31日まで

担当部署からのメッ
セージ

狛江市には、『狛江のまち 魅力百選』のように、魅力ある自然や風景などがたく
さんあります。魅力ある狛江の景観を守りたい！という思いを持った皆さんからのアイ
ディアをお待ちしております。

担当部署名 都市建設部 まちづくり推進課 まちづくり推進担当


